
②催開本日

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
理
念
と
柏
の
葉
の
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

日
本
と
世
界
の
環
境
技
術
連
携

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
経
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

後　援

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
み
ら
れ
る
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
連
携

出
席
者

広　　告
企画・制作＝日本経済新聞社
クロスメディア営業局

佐
々
木
経
世 

氏 

■
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

文化・風土が異なる
企業の連携

成功のポイントは

国
々
で
異
な
る
ニ
ー
ズ
と
制
約
条
件
を
分
析

作
り
上
げ
た
先
進
モ
デ
ル
で
世
界
展
開

イルグ 氏

「実践」と「支援」
２つのアプローチで環境保全

サステナビリティ─グローバル競争を勝ち抜くための戦略

急
成
長
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

企
業
連
携
で
開
拓

佐
々
木 

氏

具
体
的
に
何
が
で
き
る
か

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
明
確
化

イ
ル
グ 

氏

ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
イ
ル
グ 

氏

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン 

社
長

古
森
茂
幹 

氏

日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド

取
締
役 

常
務
執
行
役
員

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
営
業
統
括

岡
本
慶
一 

氏

日
建
設
計 

社
長

佐
々
木
経
世 

氏

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
パ
ネ
リ
ス
ト

太
田
賢
司 

氏

シ
ャ
ー
プ 

取
締
役 

専
務
執
行
役
員
技
術
担
当

兼 

知
的
財
産
権
本
部
長

菰
田
正
信 

氏

三
井
不
動
産 

専
務 

兼 

専
務
執
行
役
員

「スマートシティプロジェクト」

蓄積

営業接点 顧客／ニーズ・制約条件

設計支援

提案

スマートシティ企画

山武

日立製作所

清水建設

伊藤忠商事

イーソリューションズ

三井不動産

日本ＨＰ

シャープ

日建設計

ＳＡＰ

ＩＰ

ＳＣ会議体

シミュレーション

標準化

技術要素

人的ネットワーク

プロモーション

顧客

競合

市場

山武

日立製作所

清水建設

伊藤忠商事

イーソリューションズ

三井不動産

日本ＨＰ

シャープ

日建設計

ＳＡＰ

地
域
ご
と
の
多
種
多
様
な

ニ
ー
ズ
・
制
約
条
件

政府
（Ａ国）

電力会社
（Ｃ国）

自治体
（Ｂ国）

参加企業の
ノウハウ

◆供給停止／再開
◆時間帯別料金
◆リアルタイム料金
◆緊急ピーク時間帯料金
◆電化製品の直接制御

◆顧客管理
◆設備管理
◆料金計算
◆請求／回収
◆データ分析

※１：ホーム・エネルギー・マネジメント・システム   ※２：ビル・エネルギー・マネジメント・システム

◆エネルギー消費情報
◆停電などイベント情報

ＨＥＭＳ※１、
ＢＥＭＳ※２

機器、
太陽光発電、
電気自動車

スマート
メーター 通信基盤

メーター
データ

管理システム
（ＭＤＵＳ）

業務用
アプリ
ケーション
（ＳＡＰ）

ＳＡＰ

ＭＤＵＳ

ヘッド
エンド

システムズ
他システム

■「スマートシティプロジェクト」のビジネスモデル

■ＳＡＰのＡＭＩソリューション

ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
街
づ
く
り

ス
ト
で
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
化

へ
の
要
求
な
ど
、
抱
え
る
課
題
は

地
域
で
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
構
成
要
素
を
検
討
し
て

い
る
。
①
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
量
と
発
電
量
の
見

の
見
え
る
化
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
の
最
適
化
を
行
う
。
④
次

世
代
自
動
車
イ
ン
フ
ラ
に
は
、
電

気
自
動
車
充
電
施
設
の
最
適
配
備

や
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。
⑤
分
散
電
源
シ
ス
テ
ム
は
、

天
候
に
応
じ
た
発
電
予
測
や
蓄
電

池
と
の
連
携
に
よ
っ
て
電
力
安
定

供
給
を
可
能
に
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
要
素
の
す
べ
て
を
勘
案
し
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
最
適
な
設
備

構
成
と
導
入
効
果
を
予
測
す
る
の

が
⑥
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

以
上
の
構
成
要
素
を
顧
客
の
ニ

ー
ズ
・
制
約
条
件
に
対
応
さ
せ
、

参
加
企
業
の
営
業
接
点
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
ト
ー
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。

ち
寄
り
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
い

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

現
在
、
我
々
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
に
対
す
る
世
界
各
地
の
ニ
ー
ズ

や
制
約
条
件
を
分
析
、
重
要
課
題

世
界
各
地
の
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
③
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
の
向
上
、
④
日
本
の
環
境

産
業
お
よ
び
雇
用
創
出
へ
の
貢
献

の
４
つ
で
あ
り
、
培
わ
れ
た
先
進

モ
デ
ル
の
世
界
展
開
を
目
指
す
。

　

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
問

題
と
い
っ
た
国
家
的
課
題
の
解
決

を
模
索
し
、
生
み
出
さ
れ
た
先
進

モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信
す
る
│
│
。

現
在
、
千
葉
県
・
柏
の
葉
で
具
体

化
さ
れ
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

　

太
田　

世
界
に
通
用
す
る
事
業

を
生
み
出
す
に
は
、
多
く
の
企
業

が
連
携
し
、
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う
仕
組
み
が
必
要
だ
。
従

来
の
日
本
の
企
業
連
合
の
多
く
が

前
に
進
め
な
か
っ
た
の
は
、
互
い

の
知
的
財
産
を
尊
重
す
る
な
ど
の
、

取
り
組
み
の
ル
ー
ル
が
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
技
術
を

囲
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
か
ら

だ
。

　

佐
々
木　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　

佐
々
木　

で
は
、
こ
う
い
っ
た

企
業
連
携
を
継
続
し
、
事
業
と
し

て
成
立
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
か
。

　

菰
田　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ

　

佐
々
木　

地
球
温
暖
化
問
題
の

深
刻
化
で
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
市
場
は
急
激
に
成
長
を
始
め
て

い
る
。
優
れ
た
技
術
を
持
つ
日
本

は
、
ぜ
ひ
こ
の
分
野
へ
参
入
し
、

問
題
解
決
を
図
る
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界

ー
（
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）
の
理
念
に
基
づ
く

も
の
だ
。

　

そ
の
目
的
は
①
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
促
進
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２　

）
排
出
量
の
削
減
、
②

ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、

こ
の
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
Ｆ

Ｄ
Ｃ
を
中
心
に
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
シ
ャ

ー
プ
、
日
建
設
計
、
日
本
ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
三
井
不

動
産
な
ど
の
企
業
が
連
携
し
て
行

う
。
各
社
が
持
つ
先
端
技
術
を
持

を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本

で
は
太
陽
光
発
電
普
及
時
の
余
剰

電
力
の
対
策
が
課
題
で
あ
り
、
欧

米
に
は
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
に

よ
る
需
給
調
整
能
力
の
確
立
が
課

題
だ
。
ま
た
、
途
上
国
で
は
低
コ

ト
シ
テ
ィ
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
ま
た
、
住

民
に
安
心
・
安
全
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。
②
ス
マ
ー

ト
ビ
ル
と
③
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

え
る
化
を
図

る
も
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
に
応
じ

て
、
ス
マ
ー

　企業向けソリューションプロバイダーであるSAPには低炭
素社会実現に向けた２つの戦略がある。1つは「実践」。すな
わちIT業界のリーディングカンパニーとして、自らがCO2排出
を減らすことだ。当社は自社ビジネスが地球環境に及ぼす影響
の分析結果を踏まえ、温暖化ガスの総排出量を2020年までに
07年時から51％削減すると宣言し、その達成状況を４半期ご

各
地
で
電
力
イ

ン
フ
ラ
や
気
候

条
件
、
政
策
な

ど
は
異
な
り
、

ニ
ー
ズ
や
制
約

条
件
も
多
種
多
様
。
一
企
業
が
こ

れ
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
。
そ

こ
で
重
要
な
の
が
企
業
連
携
で
あ

る
。

　

イ
ル
グ　

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

連
携
し
、
１
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
に
は
、
情
報
や
技
術
の

共
有
が
大
切
だ
。
そ
れ
で
同
じ
方

向
に
向
か
っ
て
い
け
る
し
、
相
乗

効
果
に
よ
っ
て
、
１
足
す
１
が
２

で
は
な
く
、
３
以
上
に
な
る
。
ま

た
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
挑
む

と
い
う
気
概
が

最
も
重
要
な
こ

と
だ
と
思
う
。

企
業
の
知
的
財
産
を
守
り
な
が
ら
、

オ
ー
プ
ン
な
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
境
界
領
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
い

て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

古
森　

当
社
は
大
型
の
経
営
統

合
を
過
去
何
度
も
経
験
し
て
き
た
。

統
合
当
初
は
社
内
で
異
文
化
の
ぶ

つ
か
り
合
い
が
当
然
な
が
ら
起
き

る
も
の
で
あ
る
。
同
業
種
の
統
合

で
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
他
業

種
間
の
企
業
連
携
に
お
い
て
は
、

互
い
の
異
な
る
価
値
観
を
尊
重
し
、

とにホームページで公開している。
　もう１つの戦略は「支援」。SAPの製品は全世界9万7000
社で利用されているが、これら顧客企業の持続可能性（サステ
ナビリティ）を向上させるソリューションを提供することで、
一企業の枠を超えた低炭素社会実現に貢献していきたい。
　スマートシティプロジェクトにおいて、当社が提供するソリ
ューションの１つにＡＭＩ（SAP Advanced Metering Infrastructure
Integration for Utilities）がある。これは双方向通信機能を
有するスマートメーターからのデータを活用した顧客サービス
や機器管理、料金計算などを行うほか、遠隔からの供給停止・再
開や家庭内機器の制御（デマンドレスポンス）などを可能にす
るものである。
　ＡＭＩは国内外の600社近い電力・ガス・水道事業者に利用
いただいている公益業界向けソリューションをベースに、顧客
企業やパートナー企業と共同で開発したものであり、既に米国、
英国、ドイツ、ロシア、ドバイ、オーストラリア、韓国など20カ
所以上のスマートグリッド関連プロジェクトで利用されている。
　SAPは、これら豊富な経験を柏の葉で活用するほか、グロー
バルネットワークを生かして柏の葉での取り組みを海外へ展開
していく橋渡し役も担っていく所存である。

　

世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
問
題
に

対
し
、
解
決
に
向
け
た
多
様
な
取
り
組
み
が
世
界

各
国
で
加
速
し
て
い
る
。
な
か
で
も
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
世
界
最
高
水
準
の
技
術
を
持
つ
日
本

は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
同
時
に
有
効
な
解
決
策

を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、

日
本
経
済
新
聞
社
は
第
２
回
「
世
界
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
日
本
開
催
）
」
（
特
別
協
賛
：

エ
リ
ー
パ
ワ
ー
、
川
崎
重
工
業
、
世
界
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
、
東
京
電
力
、
東

芝
、
日
本
総
合
研
究
所
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

↑

セ
ン
タ
ー
、
三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
商
事
、
後

援
：
経
済
産
業
省
、
日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
際

協
力
銀
行
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
６
月

７
日
に
日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
・
大
手
町
）
で
実
施
。

日
本
と
世
界
が
環
境
技
術
で
ど
う
連
携
し
て
い
く

か
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
本
日
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
中
か
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
が
議
論
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
採
録
す
る
（
７
月
20
日
付
本
紙
、
第
２
回
「
世

界
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
日
本
開
催
①
」

か
ら
の
続
き
）
。
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広　　告 特別協賛

岡本 氏

人が快適に暮らせる
魅力ある環境都市を創造

日建設計の考えるスマートシティ

環境技術を
街という
パッケージに

菰田 氏

柏の葉に多数存在する
「知の拠点」の連携図る

三井不動産のスマートシティへの取り組み

太田 氏

スマートシティで生きる
太陽電池と省エネ家電

シャープのスマートシティへの取り組み

古森 氏

ＩＴ駆使で低炭素社会を実現する
ビジネスモデルを提案

ＨＰのスマートシティへの取り組み

住
民
の
街
づ
く
り
へ
の
実
感
が

成
否
の
ポ
イ
ン
ト

菰
田 

氏

環
境
性
だ
け
で
な
く

街
の
快
適
性
・
魅
力
も
定
量
化

岡
本 

氏

互
い
の
知
的
財
産
を
守
る

取
り
組
み
の
ル
ー
ル
必
要

太
田 

氏

異
な
る
価
値
観
尊
重
し

ぶ
つ
か
り
合
う
気
概
重
要

古
森 

氏

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た

環
境
貢
献
の
拡
大

モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る

環
境
負
荷
の
低
減

オンリーワン環境技術を通じた
新規事業の創出

社会とのかかわり合いを通じ
た企業価値の拡大

エコ・ポジティブ
テクノロジー

エ
コ
・
ポ
ジ
ティ
ブ

プ
ロ
ダ
ク
ト

エコ・ポジティブ
リレーションシップ

エ
コ
・
ポ
ジ
ティ
ブ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

エコ・ポジティブ
カンパニー

ららぽーと柏の葉 駅前148街区

東京大学駅前
新キャンパス

予定地柏の葉
キャンパス駅

フューチャーデザイン
センター（FDC）

つくば
エクスプレス

エネルギー消費  大

街の魅力
大

必要な
エネルギー消費削減

必要な品質

Q：Quality

L：Load

街の魅力
経済性
電力品質

エネルギー
消費量

エネルギー消費量が
少なく、街としての

魅力が高い

エネルギー消費量が
高く、街としての
魅力が低い

ファクター Ｘ＝ ＱＬ

イルグ 氏古森 氏太田 氏菰田 氏 佐々木 氏（コーディネーター）岡本 氏

東京大学
柏キャンパス

パークシティ
柏の葉キャンパス１番街

クリティカルファシリティーサービス
─省エネルギーデータセンターの設計支援・改善提案

温暖化ガス排出管理サービス
─ＩＴ機器ＣＯ２排出量を継続測定、削減計画策定

HP Storefront
─エネルギーマネジメントシステムなどを実現する
　アプリケーション配信基盤

AMI Ready
─次世代メーターの実装アセスメントサービス

HP Utility Center
─メーター、充電スタンドなどを管理・運営するソフトウェア群

─車載機器や電子カードとの連携ソフトウェアソリューション群
HP Autility（Autility＝Automobile＋Utility）

グリーン
エネルギー

インフラストラクチャー

＆

ネクスト
ジェネレーション
モビリティー

グリーン
エンジニアリング

グリーン
データセンター

■質を高めてエネルギー消費量を下げる ■シャープの新・環境戦略「エコ・ポジティブ戦略」

■柏の葉キャンパスにおける
　新たな取り組み

■スマートシティを実現する主要ソリューション

々
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
「
先
進
モ
デ
ル
」
と
な
り
、

世
界
の
環
境
問
題
解
決
へ
、
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

の
場
合
、
地
域
の
住
民
の
参
加

　当社は創業以来、「建築を通じての社会貢献」を企業理念と
しており、古くから環境への取り組みを推進してきている。
　2007年、日本の環境技術を世界にアピールするため、ア
ブダビおよびドバイでシンポジウムを開催したが、その際、当
社が提案したのが「COOL CITY」という仮想都市である。約
５平方㌔㍍の砂漠に、オフィスや商業ビル、住宅を配し、６万

　

佐
々
木　

培
わ
れ
た
「
先
進
モ

デ
ル
」
の
世
界
に
向
け
た
発
信
が

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
大
き
な
目
的
だ
が
、
こ
の
実
現

に
大
切
な
の
は
何
か
。

　

太
田　

世
界
の
環
境
悪
化
は
現

在
、
幾
何
級
数
的
に
進
行
し
て
い

る
。
従
来
の
よ
う
に
、
あ
る
企
業

が
製
品
を
開
発
し
、
そ
れ
を
使
う

企
業
が
そ
の
使
い
方
を
工
夫
す
る

と
い
っ
た
ス
ピ
ー
ド
で
は
、
と
て

も
追
い
つ
か
な
い
。
異
業
種
連
携

に
よ
っ
て
開
発
の
速
度
を
あ
げ
、

早
期
事
業
展
開
す
る
こ
と
が
望
ま

意
識
が
重
要
だ
。
街
づ
く
り
に
か

か
わ
っ
て
い
る
と
住
民
が
実
感
す

る
か
ら
、
取
り
組
み
が
進
む
。
そ

れ
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
な
ど
の
見
え
る
化
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　

岡
本　

同
感
だ
。
さ
ら
に
環
境

機
器
購
入
の
費
用
対
効
果
を
可
視

化
し
、
そ
の
普
及
を
促
す
必
要
も

あ
る
。
一
方
で
、
街
が
い
か
に
快

適
で
住
み
よ
い
か
、
そ
の
魅
力
の

定
量
化
に
取
り
組
み
た
い
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
難
し
く
、
継
続
的
な

課
題
に
な
る
と
思
う
。

　

古
森　

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
省
エ

ネ
に
は
、
「
Ｉ
Ｔ
機
器
そ
の
も
の

の
省
エ
ネ
」
と
「
Ｉ
Ｔ
機
器
を
使

っ
た
省
エ
ネ
」
の
２
つ
が
あ
る
。

見
え
る
化
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
管
理
、
消
費
量
を
減
ら
す

の
は
ま
さ
に
後
者
の
例
だ
。
こ
の

普
及
が
当
社
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
企
業

の
役
割
だ
と
思
う
。

　東京・秋葉原と「つくばエクスプレス」によって30分以内
で結ばれる「柏の葉キャンパス」。都心の利便性と郊外の自然
の両方の魅力を備えるこの地の街づくりに、当社は精力的に取
り組んでいる。
　この柏の葉でのスマートシティプロジェクトに当社が参画す
る意義は３つある。１つは当社が行う次世代環境都市の創造の
中でプロジェクトが行えることだ。当社は柏の葉で、ショッピ
ングセンターや大規模マンションの開発を行っており、さらに
ホテル、オフィスなども複合開発する。これらと同プロジェク
トとの連携が可能となる。
　２つ目の意義は、柏の葉に数多く存在する「知の拠点」と連
携が図れることだ。国内外のトップレベルの研究者が集まる東
京大学の数物連携宇宙研究機構をはじめ、東大や千葉大学の研

　当社は、エレクトロニクスを中心としたビジネスから、環境
やエネルギー分野へと業容を拡大。そのなかで地球環境への貢
献に取り組んでいる。その１つが、当社が事業活動で排出する
温暖化ガスに対して、当社の創エネ・省エネ製品によって削減
する温暖化ガスの量を上回らせる試みである。これを2008
年に実現、当社は「地球温暖化負荷ゼロ企業」となった。そし

　当社が柏の葉のスマートシティプロジェクトに参画した理由
の一つに、柏の葉プロジェクトが、当社が考える将来あるべき
都市像に近く、親和性が高いことが挙げられる。
　これを実現するために、当社では以下のようなフレームワー
クを開発した。これは、日本を含めて世界各国で実績を上げて
いる当社のソリューションを整理したものとなっている。
　スマートシティは、数々の機器類がネットワークを通じて連
携し、それが統合制御されるという仕組みで成り立つ。機器類
としては、次世代メーター、次世代自動車、分散発電、蓄エネ
ルギー装置、センサー類などを想定する。数千万台に上るさま
ざまな機器の連携を可能にするHP Utility Centerを現時点で
実際に提供でき、導入実績がある事が当社の強みである。
　次に重要なのが、スマートシティを企業の収益にどう結び付

　

岡
本　

当
社

は
、
柏
の
葉
で

の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
ほ
か
、

中
国
の
天
津
エ

れ
る
。

　

イ
ル
グ　

実

例
を
世
界
に
見

せ
る
こ
と
が
重

要
だ
。
ス
マ
ー

と
思
う
。
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
技
術

を
投
入
し
、
貢
献
で
き
る
か
が
、

日
本
企
業
の
今
後
の
躍
進
の
鍵
と

な
る
だ
ろ
う
。

確
保
に
は
〝
街
〞
と
い
う
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
し
て
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
。
そ
れ
に
は
「
知
と
技
術
」

の
集
積
が
欠
か
せ
な
い
。
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
企

業
の
「
知
と
技
術
」
に
よ
っ
て
、

住
む
方
や
働
く
方
の
快
適
さ
と
、

地
球
環
境
へ
の
配
慮
を
両
立
す
る

街
を
確
立
し
、

そ
れ
を
世
界
に

向
け
て
発
信
し

た
い
。

　

佐
々
木　

我

ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

さ
せ
、
具
体
的
に
何
が
で
き
、
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
世

界
に
発
信
し
た
い
。

　

古
森　

当
社
は
世
界
１
７
０
カ

国
で
事
業
展
開
し
て
い
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
る
す

ば
ら
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

コ
シ
テ
ィ
に
も
参
画
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今

後
、
ま
す
ま
す
増
加
し
、
各
国
や

企
業
間
の
環
境
技
術
連
携
が
進
む

　

菰
田　

日
本

企
業
の
個
々
の

技
術
は
大
変
す

ば
ら
し
い
が
、

国
際
競
争
力
の

人の居住者と10万人のオフィスワーカーが生活する。ビルの
空調や電力などには、手に入る最高の環境技術を取り入れ、エ
ネルギーや交通インフラ、再生可能エネルギーなども、都市レ
ベルで包括的に採用した。さらに水や緑などの自然を利用する
ことで「COOL CITY」では、従来の都市に比べ60％の省エ
ネが図れるとシミュレーションした。
　柏の葉のプロジェクトでも、こういった実績を生かし、多く
のシミュレーションを行っている。従来の都市のエネルギー使
用量を100とすると、省エネ機器の駆使で、これが約73にま
で減らせる。ネットワークによるエネルギーマネジメントや再
生可能エネルギーの利用でさらに約60に、加えてITの利用に
よる最適化などで、約50にまで削減が可能と予測される。
　もちろん人間が生活する都市だから、エネルギー消費量を減
らす一方で、街の質、魅力が必要だ。エネルギー消費量をＬ
（ロード）とし、街の魅力をＱ（クオリティー）としたとき、
Ｌをいかに小さく、Ｑをいかに大きくしていくかを考えなけれ
ばならない。そして魅力ある環境都市の指標がファクターＸ
（Ｌ分のＱ）である。こういった考え方を、柏の葉のプロジェ
クトでは取り入れ、人間が快適に暮らせる、魅力ある環境都市
を実現したい。

究機関やキャンパス、国立がんセンターなどの最先端の医療機
関、さらに各省庁の研究所などが集積する。当社はすでに東大
や千葉大、国立がんセンターと連携し、さまざまなプロジェク
トを推進している。スマートシティプロジェクトにおいても、
当社を中継点として、これら「知の拠点」とのコラボレーショ
ンを図っていきたい。
　意義の３つ目が、当社がこれまで培ってきた、環境への取り
組みを、同プロジェクトに応用していけることだ。2007年
に竣工（しゅんこう）した東京ミッドタウンでは、当社はコー
ジェネレーションシステムによる昼間電力量の負荷平準化、広
大な緑地の創出によるヒートアイランド現象の緩和、各種省エ
ネ機器や太陽光発電の導入を行っている。こういった経験やノ
ウハウを柏の葉でも存分に生かしていきたい。

て現在、新しい環境ビジョン「エコ・ポジティブ カンパニー」
を掲げ、12年までに事業で排出する量の２倍の温暖化ガスの
削減を目標としている。
　この実現のための戦略が「エコ・ポジティブ戦略」であり、
図に示したとおり「テクノロジー」「プロダクト」「オペレー
ション」「リレーションシップ」の4分野からなる。
　こういった当社の環境エネルギー技術の集約で、どんな社会
が築けるかを模索したのが「DCエコハウス構想」である。太
陽光発電による直流を家庭でそのまま使い、変換ロスをなくす。
余剰電力は蓄電池にためておき、夜間など、太陽光発電ができ
ないときに利用する。また、HEMSの利用で、家電製品や照
明、冷暖房などの機器をネットワーク化し、エネルギー消費を
最適に制御する。さらに、家庭内の電力消費の状況を「見える
化」し、無駄な電力を削減する。実証実験の結果、約20％の
省エネ効果が確認できた。
　柏の葉のスマートシティプロジェクトでも、分散型の電源シ
ステム、太陽電池とその周辺機器、HEMS、省エネ家電など、
当社が得意とする製品群を提供、実証実験を行い、当社の機器
やノウハウが、スマートシティでどう生かすことができるのか
を見極めていきたい。

けるかという点だ。当社では新しい住民サービスや新規ビジネ
スの展開を可能とするHP Storefrontのような仕組みを提案。
こうしたソリューション群で環境負荷の低減、生活の質の向上、
ビジネスの収益拡大を同時に実現するための支援をしていく。
　当社は世界最大のIT企業であり、世界にあるサーバーの３台
に１台は当社の製品であり、世界の送電網制御の65%が当社
のコンピューターシステムで管理されている。スマートシティ
関連の実績も多い。例えば当社は、デトロイトの上下水道局で
使われていた138以上のアプリケーションを統合。400万世
帯以上のメーターを対象とするシステムを構築している。これ
により同局では60%以上もキャッシュフローが改善された。
　こういった当社の実績や知見が、柏の葉でも生かされること
を望んでいる。

↑


